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桑樹のヴアイラス病に關する研究（其の二）

遠藤保太郞

Yasutaro ENDO:-Reserches on the mulberry virosis.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　書　　　　　　　　　　　　　　繊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i「
　本報は昭和12年1月本融第9巻第2貌に獲表した渠樹ヴアイラス病に闘する研究の艘報で　　　i「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　’あって、全騰5節より成り、その第1節は諸府縣よりの獲腐地の追加報轡を載せ、第2鰯以下　　　le
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くドの實験は埼玉縣祠際原村の畿y茜地より轡たる籾料を供用し・笛2節鯵愈灘恒炎氏、第3鰯は愈　　鐸

澤氏の後をうけて原利夫、阿形一三の爾民・第4・窮5節は專ら阿形氏の助力｝こより施行した　　懸

ものである。爾埼玉縣よりの魔駿材料は岡部康之氏の婦憲に粛ふεころ砂からず、叉魔験上弾　　　嬉

上校腿より種々の便盈を奥へられたるこε薙に記して深1騨なる謝意を蓑す。　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　I・畿病地（追加）　　　　　　　鷲
　桑樹のヴアイラス病は大ユE10年頃から初めて注意され、爾來千葉、静岡、埼玉、群馬、三　　　鑛

重、京都霧の諸府縣に褒生したこεは銑報の如くであるが、その後更に各地へ蔓延し、著審の

勢繍醐件に及ん諱A1’蜘こ1加して慕麟播状齢こ　よll

　昭和12年6月4日附を以て、山梨縣臆癒綜課中村武雄氏及び爾梨縣立農事試験揚病理部跡

津恒央氏より夫々病桑の標本を添へて、褒病状況を串越されナこが、その概略は訳の如くであ　　・1

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　獲病地＝南薫摩郡増穗村言で甲府市の南爾西雷土川の流域地に在る。　　　I　　　l

　獲病の楽歴＝中村氏によれば5～6年前より毅病を見、現在約2町歩の桑園に蔓延し贋る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葺ざボ叉聯津氏によれば3～4年前より畿生し、約10町歩に瓦り被害を認められるSいふo

病　微坤舐の寵載によれば・鵬糊1輿に於け巌翻しく6～嘲以上の滅糖　 1
見るこS紗からざるも・夏切後伸長する新條には殆さ病微を現さないから、夏秋慧飼育は之が　　　i

幡めに妨げられるこiが無い。然るに翌春に至れば再び顯著なる病徴を現し、被害株は年々嚢　　　、

露露藤攣難誌　　　第r｛’一輔饗簑｝　　第　四　魏　　　工939
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弱し遽に枯死に隅る。桑の品種ごしては一ノ瀬に被害多くg魯桑には樫微であるミ。

　因みに被害季節の黙は、既報の埼玉縣、群馬縣等の場合は春錨期に韓微で夏秋期に劇甚であ

り、正に反封の傾向を示して居る有様ざて、更に詳細の調査を要する。

　栽培状況＝該地の桑園は概して密植で、畦間4尺・株1｝q1，5～2尺のもの多く・肥料は春

夏2期に配含肥料を反當80貫、冬期啄舎肥600貫の多量を施用するため・桑樹の獲育番亟めて

佳良にて、夏切後晩秋までに條畏1丈内外に燧する。

　　　　　　　　　　　　　　（2）愛　　　知　　　縣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　ま

昭和12年6月11日附歎ll顕麟鰍芝欄祇よ励通信によtl・ば・岡縣繍1郡立田村大字

頑原新田に咋11年梱田に少しく獲病し夏秋期には異状なく・今年再獲し楓當の被害を見たが・

該地は総川の下流に1孚ぺる島に在の・以前より鷹を渤られナ・三騰桑鱒楠村大字小庵

を距る約理の脚ある・な胴地の桑隙は勘く・リツズ勅装鞍認め総いふ・

　　　　　　　　　　　　　　（3）長　　　野　　　縣

昭租3興肚田騰劇鰍1醐に於帳蜥鰍郡”幽藩村瓢よ嚇入し鰍返・
改蝋激ぴ醐燦の献を剛屯ナたもの艸護の彫・ダ！ツク讃欝ヴァaPz
病の徴候を生じナ幼観ナ・が・夏秋華に勤糊εなつた・

昭秘昨燗2・疎刺ヨに酬榊僑越版の紀馨して・長購繍郡湖献σ）一部に桑樹
の奇病獲生し、同村役揚小野潔氏が長野縣鍛叢試験場へ途付し鑑建を求めた結果、ヅァィラス

病・S、制明し驚旨鍋載された。　，　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　’　／”

　・、、　・，．．、・　　　　　　　　　　　　（4）　埼　　　　玉　　　　縣　・　・　　　　　　　　　　’f

昭椰3年明8瞠撚鯛形磁氏炉擁辮隈騨附励膿病地咄張融じt・Sこ．
うに・よhば、利根川澤服害地域は蜘薯講の轄し闘合よりf更に撚し・’蘇原村で
慮大字八嗣原のタ儲齢灘等に蔓延し・旭村で獣鞠撒ぴ郵隙糊輔め繭そ

の下流に當れる藤田村大字仁手及び網1翻鮒馳灘せるこ鋳知つナこ・

　酔8肺玉騨繍騒岡糠之離鳩樹願嗣よ嫌勲鄭・麟瓢q査の結果・大
島桑に被舗だしく、糊赫に恥弧鞍害にして雁的に耐病性の差顯著肺灘め7・・

舶藤埼撫灘試騒野賦L氏は糞翼肺町部荒川馳の櫻削螺こ於ける多胡讐

1蜘繭即姻約牛酬・Of・伽病難を認めた・，　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　（5）　紳　　奈．　川　　縣

　昭租3年7月3・日示僚川縣獄業試騒鰍亘紙より・礁劉弍郡・」鮒艀下講杉暗

獺隈Pf鹸園に於て昨12年20ん30鰍膿病し・百騰熱モ遡，ツ燦；な諌蜘舳

繍翻こ6i @・”（、）千　錨憾　　　　’
　昭稗3年8月14副粁難立剛髭欝憐馳禮献よ・姻駆津榊孝寸に融し繰樹ヴ
7．1．、ラ梱こつき繍さ練が・該地方で離そ4～5輔より臆鱒レ’て居つ蔭の謡

で、病襯勘翻・臥す獺向あり・其購蜥賜い・藁は彫鯉するも・麟嘆
屡纏勲混ずるこ訟潮察されてゐ夢調恥腿られ煽葉の恥親る1こ・いつ樺
麟賑く騨に郷の徽瀦ぺるもの価、っ’t・

　　　鵜．凱’ボ　．、　④、、宮　誠．縣，｝　　　・　’＼
　　昭租3年9月22確騰結師餅塗須醜転よりta付され煽韓（腸ノ内）3枚の

中、第嘆醗献撒の横鱗鮎轍布し洛繍鯛齢多少ぼカ・1諦鋸瞬隣脚
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斑澱癒合して訳第に不規則なる斑紋をli弓成せるが如き駅態を示したもの、第2藁は漿身の大部

分黄攣し、葉頭共他葉縁に沿うて僅かに緑色を残せるもの、第3漿は殆さ全面一様に黄攣｝ピる

ものであつた。

　同氏の通僑によれば、年々愛秋期より晩秋1り1に鳳つて畿生し、責鋤iは次第に籏がる傾洵麦）な

山にて、かやうな病徴より推せば一種の傳染性母ザィツク病ご制定すべきものミ思はれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　摘要・以上の如傑樹ヅhr・・dラス’」il”の今i・慮’醐せ紛仙亘域は薗畷表のものを禽凱

12府縣に上り、北方より墨ぐれば、宮城、群縄、埼玉、千棄、長野、山梨、帥奈）Il、醐剃、

愛知、ヨ重・京都、兵庫砺諸府縣で、就中被審の甚しいのは埼玉縣の北部利根lll流域地であ

るo

　因みに前同の報文中に密山縣水見郡の分を影少の疑問を附して加へて躍いたが、著者實地調

査の結身ξ別種の萎黄病なるこSを明かにした故之を欝く。（遠藤、原：寓山縣下に渡坐せる桑

樹の萎黄病に就’C’　si本誌11巻1號昭和13．g）

　　　　　　　　　　　　　　∬・擾木傅染試験

　桑樹ヅアイラス痛が接木によつて傳染し得るか3うかを1鰹めるナ，：め・昭苓llU年9月1工H病

條の腋芽を搭ぎSつて削獄妬詳剛・・醐・こしては改良四方囎植付2鯛のもので・繍

の直彿大約2cm、高さ2m内外に遮してゐナこ。接木に供用したものは6株で、外に2株を謝照

Eしで傭へた。穗木1誘埼玉懸紳傑脱ξ村の被害地から取欝せた大島桑の罹病枝條を以てし、腋芽

を楯状に帯ぎざり、砧オくの隔1ぐ部5Qcmの部分に1株につき5簡づ・接いだ。

　乎術後の経過は暫く順調に蓮み・工週間乃戴1011後接芽の葉柄は脱落し、晩秋に於て競察

した騨には大膿活着しナこ襟に見えたのであるが・参i馨嚴塞のため凍結枯死せるものの如く1聾

12年4月宋・揃木の幹を約GOCmに切縮め獲芽を促したεころ、接芽の繭獲せるもの皆無で、

其代り各節より多撒の不定穿を生じたo　．　，

　而して6月下旬には新棺の嚢育良好なるものは鵬に11～14枚の粟を蔚けノこが、粟中に目駒

Sせるヴアイラス病の病微が現れて來たoその病徴Sしては漿面の一部に黄魚鞍くは淡緑色の

斑入を生じ、jlζ局部的に縮緬状の搬瘤を生じた。

Vを案ずるに咋秋接いだ病芽は冬畢間に悉く枯死した3は澱へ・接芽：ε砧木εの組織の接脚

或は一r時的癒合によつてヴアィラスが砧木の方へ傳染し・之が爲めに不定穿よりの新禰漿に病

徴を現すに至つたのであらう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　7，月i6日に至り各株につき病徴の調査を行つた結果は、次の圓表の如くである。
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〔備考〕　上表中0即は正常葉、M即は斑入、　S印は鐡縮を有するもの、叉X印は崎形葉。

上衷により総葉藪に封する装病葉歎の割分を示せば次の如くである。

株の番號
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総葉激に
謝する掴葉殿
の割合（％）

爾罫照匠霊して設けた無接種の2株には何等の病徴を示さなかつた。

6．38

10，98

5．81

10．oo

3．37

L19

摘要；以上のヴアdラス病に蘭する芽接試験の結果を要約すれば、凡そ訳の如き事實を認

める。

（1）病徴は新槽葉に於て散獲的に現れる。

　（2）病徴εしては局部的の斑入及び搬縮が認められた。稀に崎形葉を生じたが、これは果
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して病微ε見徹すぺきものか、或は偶登的のものか疑問である。

ら織郷騨聯て騰異に．し下脚磁々騨1隅こ撒騨齢

灘するに斯の如き病徴は・病霧壼獅影響εして現れ蝿のであるから・灘1のグ別淵

輝は嘩木によつて傳染し得るも囎定しT・よからう・…

i．［　｝　　　皿・メチレン膏遣発作用によ・るガアイ『多ス病の鑑定

　　　　　　　　　　　　　（Y）　メ苧レン轡の羅灘性

　　　　メチレン青が或種の細菌類によつて還元せしめられ無色ざなる性質を有するこS｛攻、可なり

　　　古尋から知られて贋り、此の性質の有無により細菌の鑑定：；X！，1くは類別を試み・或は此のli㌔撃性を

　　　利用して水の清浮程慶、師ち含有細菌の多少を比i陵するに供し、或は3ζ・弗乳の新1芽fを’ド捌す

　　　る一方法εして試みられたのである』

　　　　牛乳の瞼査法εしてNeisser蜘こWechsberg爾氏（1900　fli）がjil］ひた色脚髪は、メ‘秒ン竃

　　　19を穿ルコール20c．c、蒸溜水29αc・の混合液に溶かし、璽に殺菌生理的食鞭水な以て蹄0儒に

　　　稀繰するものであるが・IP．T．　Mliller氏（1906）は此の色i素液0．2c．e．を試験管rFα）iltlPL　2c　e．に

　　　加へぷラフインを以て液醸を覆ひ30。Cの定淵に於て一定博閻後、腿色の程度を湖禦し、濾飴

　　　　　　　　　菌の多少、即ち牛乳の新古を比較するの囚安ミした。叉0．」。11se11及びChr。ユ無鳳爾無の方

　　　法は・メ9uン青のアルコール溶液5ac．を潔溜水19甑e．に加へて製した色索液｛1．甑（齢を誠験

　　　管中の牛乳1eαc・に滴下し・40°～50℃，の源度に保ち・裾｛逸時間の艮短によOて牛乳斑轡⑳等

1纏渤たのであ・・（賄h・i・，・H・・dl！…d…1・ncl、・・rts・haf・li・hQnエ・・k・・…1・giE，　IC」IO）

i　畑鞭氏は米粒の新古朧法εして・“…ン渤裾僅撒を慰用しfが、共鋤法瞼水
i，燈均一なる完全立米309をεり、乳鉢を以て充分に騨し200・．・．の熱水勧IIへ£0・C輔臓

1　卜鎌間雄しtMk・」燈液20・¢を鋤管に移し、？t　fr．・ン渤o陶嘉：繍灘輪を
i加硬に・練一油・瓶・を渤賦蘇・吸齪騰し・　・・e（）の燃翻・2嘲｝1按
1　　置し綴色程度を観察するのであつて、蜜駿の結果、立米の新古によりて明かに糖色遽度に難異

　　　あるを認めた。（日本作物學會紀纂昭956凋）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　・メチ・レシ青裾色現象の理論的説明εしては、牛乳中の細菌類叉は玄乗の細胞からメチレン膏

i翫酉糠（m・・hy1・n・blue　r・d・・…e）なるも，のが分泌され・期献蠣により・・チ・ン轡

1渤分子中には螺を鮪しない・’ら曝には箭の蘇なく・水素の物によ吻女膿

1化硝1鱒粧弗ものであるεいふ・

…　艦：：：1：：回朧｝鱒に：：：：：：

　　　　　　　　　　　　　　（2）．，實・験、方　　満　　、　’

態著審はメ　if　v：ン膏の還元性を慮用して植物のヴアイラス病の鑑定を試みたのである淋、興の

實験方法εして訳の如きミF段をεつた。

　1・供試植物の漿片ユ9を秤最し・乳鉢内で充分腐砕し水10c．c．を加へで撹挑する。

ゴ121噛の麟灘遽心雅駄力’けで1珊3・°00鵬搬を以で30分1腿轍灘紛
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離せしめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、tt　，

　3．メチレン青溶液は色素19をアルコール20c，c，水29c．c．を以て溶解せしめ、之を1，250～

2，500倍に水で薄めてつくる。

　4・實駿に際し各試験管に9αα宛のメチレン青溶液を盛り、供試植物の磨埣液の上澄部1

αα宛を加へ、よく振鷺する。，

　5・かくの如く調製したる試験管を27°～30℃の1亙温器中1こ納め、18時間乃至24時…間維過

後槻察を行ふ。

　6・供試試瞼管轍は・病植物の外常に鋤照用ミして健植物を用意するこεざし・爾暫少くミ

も3本宛を充てる。爾揚合によつては最初から爾春の色調異るこεがある故、1肛温器に入れる

前にRidgway：Colour　staτ1dard等に照して其の色彩を1三確に擬察して麗く必要がある。

　7・結果の槻察は18時間経過後より初め、メチレン青の襯色｝伏態を調べるのであるが・常

に劉凸照試駒管ざ比較iするこ言を要する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　’　　　 （3）實験成綬
　反慮の陽性なる揚合には、剛組の纒過するに從ひ試験管の液面よりメチレン青が選元されて

裾色し、漸次深暦に及ぶもので、通例20剛酎前御こ於て最も顯著である。’

　爾供試植物の種類により（例へばテンヂクアフヒ）メチレン青瀞液を加へたる蝿に管底へ沈澱

を生ずるものが有るが、液の腿色はそれミ別途の現象であつて、通例混同の虞は無いのである。

　今著者等が昭和11年9∫ヨ以來如上の方法により、桑のヴアイ，ラス病、桑の萎縮病、蝉草の

モザィツク病、其他各種植物の斑漿等に就て魔瞼したる成績を一括してi悲に示せば、次の如く

である。

供　　 試　　 糖　　 物

　4．・　桑ザアイラス病葉

、　，三　　　露　　　縣　　　産
1　　　　　　　　　

　　埼　　「ヨi　　縣　　熊

，卍2し薬難墾縮病・、r，

．」　年｛鴛，箋，

改良踊

．，鼠 @饗｛饗饗
　3。　煙コ曜モ・ザイツク病

’、．顧瞬h｛鴛　黍

　、蛎本縣産塚．

　　　逡、禰傷、甕

　　　米騨｛篶黙
り　　　　　　　　」　　　　　　　　1　　　’XWWth

鍛　瞼　同　敬

10

27

15弓

轡

18

18

14

14

17　　　　　、

17

14

14

15

15

メチレソ騰の反慮
＿鰻」婁＿皿懲＿ヒ盤L豊ヒ」哩」堕＿

10

27

o

o

o　　　　　　　　　　　ユ5

，0　　　　　　　　　　　15

0　　　　　　　　　　　工8

0　　　　　　　　　　　18

0　　　　　　　　14

0　　　　　　　　i4

0

17

0

12

0

14

，17

　0

14

2

15

1　　」
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4・覧科植物のヴアイラス病

ささ・ 掾@ll

ふち・め o篶餐

ひ・ん・ん

5・　蕃茄ヴアイラス病（萎縮性）

　　　　　　　∫健　　葉
　　　　　　　し病　　葉

6．　各種植物の罪偲染性斑葉

すす・ o翫葵

みつ・・ o讐辮

…：・’一・ o馨鷲

ふ・
£んふ％健箋

15

2！

3

6

3

3

20

20

3

3

16

16

15

15

3

3

3

6

6

0

21

0

6

0

3

0

9

0

0

0

0

0

0

0

　　骨0

0

0

0

！5

0

3　　　’

0

3

0

20

11

3

3　　臨

16

工6

15

15

3

3

3

6

6

’　　　　　　　　　　　摘　　　要

　（1つ　上表の如く、桑のヴアイラス病は鵬多の實験成績常に陽性で、メチレジ青の還元作用

顯著なるこεを示した。然るに桑の萎縮病は等しく1種のヴァイラス病S見徹されてゐるにも

拘らずv1同も制然たる陽性の反懸を現さなかつた。

　（2）煙草のモザィツク病は殆♂常に陽性の反磨を起したが、稀に陰性に了つた揚合があ

るo

　（3）　ささげ、ふちまめ、．ひいんげん等、萱科植物のヴアイラス病は毎同陽性の反慮を示し

た。

　（4）　蕃茄のヴアイラス病に於ては、メチレン青反慮の陽性なる揚合ざ陰性なる揚合εが、’

殆き相掌ばするのme果「e示した。

　（5）非傳染性斑葉を有する、すすき、いぶき、ふき、みつひ嚢、てんぢくあふひ等は何れ

も常に陰性の反磨に了つた。

　是等の結果より観れば、桑の萎縮病及び幕茄のモザイヅク病に於て一致を鋏く職あるも、大

艦に於てヴアイラス病被害植物の汁液はメチレン膏の還元力を有するこSを知る。又ヴァイラ

ス病のモザイツクに似て非なる各種植物の非傳染性斑漿は、此のメチレン膏の反慮により明か

に識別され得る事を知る。

　因みにヴアイラス病の鑑定蛇に其の各異るStrainの識別法εして盛北帝國大學訟本教授等

の血精畢的分析法（SprQlogic母analysis）なるものが存在するが・上述のメチレン青法も同康の

目的々有する、而庵簡便なる方法εして推器し得るのである9（松本娩：崎形花を生ずる煙草



第四、翻　　　　　　桑樹のT12”アrrラス病に陪附る研究供の二）　　　　　　　211

モザイツク病原騰の血清學的分析、毫北帝大植病雑報2．3號1936～1937．1肛清學及細胞肇的蚊

に接種試験による2種のペチユニアモザィツク病の鑑別、植動3巻5號N昭10）

IV・がアイラスの種亭臨染　　　　　　　　　　　　・

　ヴアイラスが寄主植物の種子の細胞中に潜伏して贋つて、獲芽後蜜生蕾に病徴を現す揚合、

廓ち種子を通して欽代へ病毒を傳染せしめるものを種子傳染ざいふ。各腫の殖物のヴアイラA

病に就て研究されt結果を見るに、煙草やスウヰトピーなさのモザィヅク病は種子傳染をしな

いが、他の多くの萱科殖物はヴアィラスの種子傳染をなし、菓豆では30～60％、，大豆では10

～25％の腰病歩合を示してゐる。

　著藩は桑のヴアィラス病に就て魔播を行ひ、矢張り張度の種笹鯨染の事實を認めたので其の

成績を訳壱こ謡己さうo

　　　　　　　　　　　　　　（1）　供　　試　　種　　子

　昭不n13年6月8日桑樹ヴァィラス病陵害地埼玉縣児玉郡吊ll1保蝋寸八丁河禦の大嵩桑より探

集し來れる熟椹は被審激甚株より撮たるもの50個、被害軽微株より得たるもの45個・殆さ病

徴を認めざる株より得ナこるもの35個、合計130個であつた。是等の椹の重鍛を秤つて見たS

ころ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

椹　　　　　数

総　　重　　鍛

1個の李均鉱澱

被轡激螢株
（病　　鞍　　憾）

5D

56・659

ヱ。139

被轡’脛微株　　　無　病’徴　練
（死惹　　　　草庭艦　　　　kVl）　　　　（無　　病　　1【St；）

45　　　　　　　　　　　　　35

49．9言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36・59

1．1ig　　　　　　　　　　　　　　1・C5占

　斯の如く椹の畿育｝伏態は桑樹の被害程慶εは殆♂關係無きものの如く㌔椹1個の軍均諏燈は

各嘔の間に著しい差を示さない。

　1次に椹より分離した種子に就いて調査した慮は下の如くである。

椹　　　　　数

種　子　総　欺

良　糧　子　数

枇　　　　　数

楽比　　歩　　合

椹1個の種子激

種　子　総　鍛

良　稠　子　量

岡　上　歩　合

櫛個の穏子鑑、

病　　鞍　　照

50

924

582

342

．37．01％

工8．05

1・37霧

工・149

83，21％

O・0279

病　　脛　　峨

45

939

619

320

34．08％

20．9

工・42竃

L23ε

ε6．62％

O。0319

無　　病　　㎎

35

61ア

528

89

i4．42％

17．6

O．90g

b．859

94・44％

O・0259

　2Pち描1個中の種子の撒量は、各匠の間に著しい差異を認めないが、税歩合は明かに無病照

に最褐少く、，輝俵匠に於いて最養多い。N良種子歩命は反鞠に無病麗に最も多く、病韓暉為に
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歌謬、病襲匠に最も少い。か．くの如く罹病の程度を増すに從ひ不稔性の不良種子を多く生ずる

傾向を見るのである。　一　　　　　、　　　　　　、　　　　‘　　’　　1　・t’tl　　　’1

　　　　　　　　　　　　　（2）播種及び實生il昂；匿掲する調査

同年6月22日に於いて播種楢了ふた’く1、禾製の雛箱3廠ll億し、鰍鵬別に500粒

宛を充て、各箱にっき100粒宛5條に播いた。、

’6月30日には各舷εも獲i芽を始め、多少覆土を持上げたが来だ子漿を現さない07月1日に

は約傘藪子葉を露幽す。7月9日大多鍬獲芽した故第1回の調査を行ふ。

一…一一…一一　　＿＿＿＿』

磯　　　　芽　　　　欺

獲　　芽　　歩　　合

異・Tl

の

晴形の　も　の

帯　黄色のもの
、　　葉　　霜降の　も　の

・苗辱　三枚輪生せるもの
数　　　　ヤ

合　　　　1副’

壷　　病　　歩　　合

　　　　　　　　　1

病　、甚　　臓

407

80・14％

40

40

　2

16

98

24，08％

病幅 ?ｳ病・・
404

8Q，8

36

27

　2

11

ブ6

18．81％

411

82．2

　9

　1．

　0

　8、

18

　4．38％

　上記の如く嚢芽歩合は各嘔の陶に殆き羨異を見ないのであるが、異常乎漿を有す1る苗L欺幡著

しき差異を示し、被害激甚株よりの種子は総畿芽藪の藩勺4分の1が異常子藥を生じ・無輝微株

魑よりは僅に4泓％許りの異常物を生じたに渦証ない。

　異常子漿の外槻には種々の攣化が見られゐが、，大別すれば形状、数い大さ及び色彩の鍵化で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　∵　　　　　1

　　　　　　ユ3　　　1　　　　　　　　　　ユ5

　　　　　　圓、ヴアイラス病劉魅歯の賄子鉱13は正瀦、他は繍。（大島桑）

　，，、、．　　　　⊆昭胸13年7月’14日窺す）　　　　　一　　：　　I　　　l、

1てイゲ形状の識1化v，正常の子葉は長楕形をなした左右に相鮒して水李に開いてゐる（圖

⑭縷
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ilB）のであるが、異形予鍛ざしては、短縮して圓味を帯びたるもの（圖16）・子藥の総過に切込

塘生じたもの（闘14）、2枚の子薬が発部癒藩して1枚の圃板状を呈するもの（圖1）・子漿下傘

郁め癒着によつて鉄状をなすもの（匿12）、子漿の搬曲せるもの（圓5．6）等がある。

　（ロ）　撒　の　痩　化　左右の子葉が合一して1枚εなれるもの（圏1）・3～5枚の子葉が

輪生せるもの（圖3．踊．17）等がある。

（・・）大さのew．化子漿の癒舗くは分【岐によつて欺さ禰す揚合（圏1・9・10）の外

特噸小εなるこεあり（圖7．17）、禦枚の子葉中一方だけが甚だ小くなる鑓がある㈱

12）。

　（＝）　色彩の愛化　正常の緑色以外に、濃緑ts‘q）もの（圏1・．8．12）・淡緑色のもの（圏4・

15．・16．17）、霜降状のもの（圖11）等がある。而して濃繰色のものは一般に藁肉紐織厚く崎形

を呈するか或は擦曲する傾向がある。

1倫嵐上の（イ）、（ロ）、（ハ）、（二）の各形質痩化は屡々岡一子ll墨fに於て羅復して現れるもの

で、例へば、淡黄色の子藁を3枚輪ll三せるもの（圃15）、淡黄色で圓形の子藁を衡するもの（圏

16）k淡黄色で小形の子鍛が3枚輪生せるもの（闘17）、緑色で捻lillせる子藥が3枚出てゐるも

の（團6）等種々の組合せがある。

　かやうにヴアイラス病桑樹より轡たる種子から異常子蘂を有する子薗を多藪に生じたのであ

るが、蕾通の健金桑樹よりの種予からも炎然攣異、共他のP測測によつて崎形苗を璽ずる事ある

もの故、今比較の爲に高知縣巌魯桑種子0）1彫k薗に就て調登したεころを示さう。（清水英入氏

昭和13年7月14日調畿）

∴・・4　　　　　　1　tW　　　　鍍　1　比　　　　数
一　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　＿：・：＿＿瓢：罵　ww一馳罰｛幽幽一凹um幽一一一“一’皿圏■一旧闇㎜一｝一｝一…’“一　叫彌…一騨■　

　灘　　　　　苫芥　　　　　覇1　．　　数1　　　・　　　　　　1，219

跨1灘∴　　1｝13
置QO

v　　　　O，01C6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝t
　郎ち健全の魯桑種子からも多少の哺形物がlllるのであるが、其の畿現歩合は極めて砂く、前

記の病樹よ勾得たる種子の揚合ミはLk較になちぬ大差を見るのである。　’

　從つτ病樹の種子より生じたる異常子苗はヴアィラスの種子傳染を如實に示すものε認む煙

きである。

　　　　　　　　　　　　　　　（3）本tkの病徴

　前寵試験の實生笛は時日の緯過に伴ひ、病潜の濃育遅々たるに劃し健渚は迅遽なる磯育振り

を示し、妨げをなす虞を生じた鵜、適宜間引を行ひ病薪を残して保護し、引綬き観察を行ふの

便に備へた。．　　　　　　　　　　　、
　7月19日實生苗の大多藪は子葉の外本藥2～3枚を生じ、種々の病徴を現して來たので之

を調査したεころ、款の如き結果が得られた。

論翻ザ型1・1・i・1・［・［合言聖
病　甚　暇　　　　35

病　噸　慣　　　　46

無　病　頂a　’　　　5

　　計　　　　　　86

19

r

1

27

4

1

14

19

1

1

5

7

18

5

0

23

77

6り

25

162
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　上表中、Aは子葉及び本葉が黄色を帯び小形なるもの（窟眞1のハ）、　Bは本葉に霜降状の白

斑を帯び4・形なるもの（窟眞1の二）、Cは本葉線色なるも影斑の如きモザィツクを有し葉の大

さ中等のもの（爲眞1のロ）、Dは本葉の梢々崎形を呈するもの、Eは嚢育著しく逞れたるもの

である。

篇薦1．左より

tt @，　　　t’／　”　’　　　　　　　（ロ）本葉に影斑を有するも

　　帯びたるもの、A．

（二）　本葉に霜降朕の白斑を

　　有するもの、B．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　師ち上表の如く、病甚旺は病苗本藪最も多いミ同時に、A・Bの病徴を呈するもの甚だ多く、

叉Eの如く褒育遅れたものが多いのである。病輕匿はAの病徴を呈するものが特に多いけれ

さ他の病者は前旺に比して少い。無病圓ま病苗撒遙かに少く比較的Cの病徴を呈するものが多

いo

　之に依て見れば、病症の激甚なるものは、子葉及び本葉が黄色を呈し褒育不良εなるか或は

霜降状のモザイツクを現し、病症の輕きものは線葉に影斑を生ずるか、或は多少の崎形を俘ふ

ものε知るべきである。
　　　　　　　　　　　　　　　（4）葉　　の　大　　さ

　7月26日に於てAの病徴を帯びたるもの10本及び健苗6本を選び、子葉蚊に本葉の長さε

幅ミを測定し、大さを比較したる結駐は次の如し。

子　　　　葉

本　　　　葉

順位

1

2

1

2

3

4

5

病　　　　　　　　苗

9．7×4．6mm

9．5　×　4，8

5．9　×　3．9

　5．7　×　3．7

（3．O×1．5）※

健　　　　　　　　苗

10．5×　5．1mm

10．4　×　　5．0

13．9　×　1工．O

14。3　×　10．4

22．2；×　19．4

19。6　×　12．6

（7．O×　3．0）※

q備考〕※FPは平均蜘・非ず各1例のみの数鵬
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　かくの如く病者は子葉小く、本葉の開綻敷少く、其の大さも遙かに少い。

　爾其の後時…日の経過に俘ひ健者は盆々旺盛なる生長を持績せるに反し、病者の生長は極めて

鈍く、8月4日に至つても3葉以上を生ぜず、漸次褻弱して塊死するの傾向を示した。爾緑色

の碕形葉を有するもの、影斑を有するもの等は健苗に比すれば獲育劣るも、εに角生長を持綾

し、叉崎形葉の極端なるものεしての綜葉を着生せるものは庄長極めて鈍きも・其の1本は

10月21日までに8・4cmに達した。

■

　　　　烏

　・，　　　　　　　　　・　［．　　　　　　　　　　　　　　繍』’」　’　　　　　　tW

　　　　　　　　　　　　　k　　・1　　　　　　　　驚t　’“t　。・：rl　－　　　　　　　　　　　・　聯

　鱗養糞獣難灘辮鍵灘欝醸羅　灘…灘

謙・轟雛一　di・購灘雛i灘懇i鐙．蕪・　．認鷺・

爲tt　2，實生苗8月4日のIVI況

　上段　（右）薪葉も本葉も黄色を箒びたもめb

　　　（中）本葉に深き切込を有するもの。

　　　く左）　子葉及び本葉の崎形を呈するものg

下毒受　（右）　本葉に影斑を有するもの◎

　　（左）正常苗a



2f6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歪霊　　　　　綜　　　　　學　　　　　雑　　　　　誌　　　　　　　　　　　　　　　 〔：第十一巻

爲眞3・綜葉を着生せる病苗

　（IO　n　21日）爲眞2．の上

段（中）の苗が襲育せるもの

　である。

♪

it

V・桑樹ヴアイラスの抵抗性

（1）耐　　　久　　　性

　各種植物のヴ7イラスが耐久力を有し・長く其の感染力を失は’ぬこミは著明の事實である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lが・殊に煙草モザィツク病のヴアイラスの如きは・甚しく乾燥せる葉片中に在つて能く30年

以上の長年月間感染力を保持しt　s，一’‘いふ實例が報告されてゐる。（Valleau　and　JohnSOII“・1927）

　予等は桑樹のヴアィラスに就て其の耐久性をメチレン青試法により實験したが・1．．病植痩の材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も．料εして訳の如きものを用ひた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　晒ぐ

　　N（）t1．昭和4年7月25　H兵庫縣下より受領しt葉肉透明部を散磯せる崎形葉。　t－’∫

　　No．2．昭和11年6月8日千葉縣安房郡より受領せるモザィツク桑葉。

　　No．3．昭和12年6月12日埼玉縣鬼玉郡旭村より探集した魯桑の崎形葉i。

　　No．4．同上、多胡早生の崎形葉。

　　No．5．同上、大島桑の崎形葉。

　　No．6．同上、改良鼠返の崎形葉。

　實験期日は昭和13年7月9日より12日迄で、封照匠こして校内圃場の桑葉（成るべく同一

品種のもの）を供用した。試験の方法は既述のメチレン青試法に從ふ。

　實験の結果は、1箇年経過の材料は勿論Ro。1．の如く満9箇年の長年月を甕過せるものも殆

さ同様にメチレン青還元力を保持するこεを知った。

　從てヴアィラス病’岡定法εしてのメヂレン青試法は、材料探集の當時急いで行はねばならぬ

ε云ふ事なく、籔日後でも亦乾燥せしめた古い材料でも殆さ同等に役立つのであつて、實際の

操作上甚だ便利である。

　　　　：「　　　　　　　（2）　消毒副に劉する揖抗力　　　　　　｝

　桑樹のヴアイラスがアルコール、フオルマウソ、昇羨等に饗じて如何なる程度に耐え得るか
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を知る爲に次の如き實験を試みナこ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト’　　　　…
　（イ）　　80％アノレコーノレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　實験の方法は、病漿19を秤り809のアル，コーノレ10c・c・中に30分lllj浸漬した後・水でよく洗

ひ、乳鉢に移して鷹砕し10c・c・の水をカLlへて・鋤常のメチレン青法により還元性の有無を峨す　　　1

るにある。

　實験の結果病葉の磨砕液もアルコール浸掲液も共にメチレン青還元力無きを知つた。

　（ロ）　40％フオルマリン

　病漿19をεり40％フオルマリン10c・c・に30分閥浸1責した後・水でよく洗ひ・乳錬中にて鷹1　　、

砕し、水10c、c．を加へて通常の如くメチ〃青試；去を行ふ。その矯il槻定劇ilを雛魎するもメ　　　、

ヂレン膏の裾色を見ずヴアイラスの金ぐ無力εなれるを知つた。

　（ハ）　1，000倍め昇莱水

上記ε大騰同襟の方法によわ・抽塔球試法を行ひ、やはり翫力の蛾せるを，齢渇

　　　　　　　　　　　　　　（3）耐　　　熱　　　力

　灘熱に鋤するヴァイラスの抵撹力を児るために、病廼1g宛を取り試験管「【コの水r’1：tに投じ、

挺に温盗装置によりて、規定温度に昇るまで加熱し、共9淵度に10珊IU保ちたる後、病藥を

取出し乳鉢中で磨確し10c．c．の水を加へ、通常のメヂレン青試法により’選力能力の葎否を櫨し　　　T

た。その結果はYA’表の如くである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

温　　　　1　　　度

40°

45°

　　　　　．5，0°

11@，　　　55°

～一∵蹴・60・

　　　　　軍65’

　　　　　70°
．｝、　　・

　　　　　75°

　　　　　80°

85°

90°

噂　　　　　　　　閥

10分

10

fO

置o

10

10

10

10

10

工o

讃’o

i　　メ・チレンva　ewラ直力の有無

彌　　　　　　　・十

　　　　十　　　　　　　　　　　，　　　　1

　　　、ボ　　　・　　　i

　　　　炉1噛　　　　　　　　　　”・

　　　　十　　　　　　　　　　　“　　　羅

　　　　十

，　　、　出　　　　　　　　　　　i

　〔ig・〕十は撮完力あり、，士は幾分あY．　s，「は無し。、

　上表の如く70°C10分間では幾分メチレン膏の還元力あるが如きも、75°σ10分以上でば其童

の選元力を罎きヴ7イラスの全ぐ無力sSなれるな見る。從てザアィラスの死滅温度（灘熱）・1は

710～75℃の間に在るものS認むぺきである。　　　’　　　　　　　　　　　　　『　t…S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

（、）桑鯛葡魏鵬1、掲轟千∴論繍臨京：
都、兵庫の諸府縣のほか、更に宮城、長野、山梨、刺1奈llL愛知等の諸縣に蔓延せるこごを知



卑鳩　　　　　　鐡　綜　畢　雑　離　　　　　（箪＋囎
　　　　　　　　　　　覧

り得た。

　（2）　著暫の考案iせるメチレン育試法によれば、桑樹ヴアイラス病粟の汁液はメチレン青を

選元脱色せしむる働を醤し、其の反慮の如何により病煮ざ健蒋εを鑑別するこtrが歯來る。　　昌

　但し桑樹萎縮病ではメチレ；／7fli・の槌色を起さない。　　　　．　　　　　、、

　叉メチレン青試法によれば、ヴアイラス病の傳染性モザイツクε一般植物の非傳染性斑藥ε

をメチレン青還元力の有無により識別するこεが田來る。

　（3）桑樹ヴアィラス病の芽接試駿の結果、次年嚢生せる新棺の漿而に徴褒的にモザイツク

蚊に縮緬状の敬縮を現し、ヴアイラスの傳染せるこεを認めf。　　　　，

　（4）桑樹ヴアイラス病の實坐試験に於て、蜜生菌中に病的異常の竜のが嚢生し、多い揚合

には24％以上に及び、本病が種子傳染を毒すこsS　7e認めた。．魔生i￥1に於ける病徴は形態の痩

化εして種々の崎形綜葉等を鷹じ、色彩の痩化Eして黄化及びモザィツクを現しナこo

　（5．）桑樹ヴアィラスの耐久性は甚だ大なるものの如く、探集後9箇年除を維たる乾燥腐漿

が新鰭病楚ε殆さ伺等にメ9レン青還元能力を腐するを見た。

（受珊昭和1仰5月5日）
1

Reserehes　on　the　mulberry　vil’i　osi　s・

　　　　　　　　Ya臼u鴬arδENDδ

R6su凱邑

　ユ．　△，s　inva煮e．fl　distridts　of　the　mulberry　vh’osis，　ill　addition　to　thd　7　1）reflletuves，　聖ibεし，

Saitaぬa，　Gunma，　Sizuol｛a，　Mie，　Kyδto　and　HyOgo，　mentioned　i」l　tha　previous　paper，庇gain

5P・・fe・tu・・s，・田・dly，　Miy・gi，　Nag鋤・，　Yam・nasi，1（鋤agawa，　Aiti．・ve・e　r・P。rted　in　t1・e

preseu七paper，

　2．　Through　the・methylen　blue　test，　which　has　been　tried　under　the　authov，臼　devise，覚

was　showed　thεしt　virus　in　expressed　leaf　juiees　I〕as：azl　redueing　action　of　the　．1）igment，　so

that　we　ean　distirigμish　a　dise翫sed　p工allt　from　a　healthy　oエ｝e．　XVhere　the　dw“r鈷trou1）1e　of

maulbe’rry　trees・in．§1）ite　of　being　regard　as　a　v五rosis，　did　no七cause　the　reduetion・

Th・m・thyl・n！・1・e　test　may　als・be　emp1・y・a　t・distinguish　the　i・！fe・ti。・s　rn。salc
　　　　　　　　　　　　：　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・L

dise・se・f・・m、th・ti。・－i・lfe・ti・u・p・…hi・・i・g・・ゆ・nt・f　th・1r…ti・・iきP・曲・。・・。t・

3，Th…sUlts　6f　s。…gratfting・ゆ・・im・nts　wit1・dl・eas・d　buds　i・・di・at・d　ti漉v三，us　was

able　to　transmit　tδ’梵11e　stocks，　causing　sparsely㎜6saie　and　wl・inkles　on　sbme　leaves　of

the　shQO士s　grQwn　in・tbe　uext　SPriu9．　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　i　　　　　　　　’　し

　4・　Seedlings　from　the　dise乱sed　mulbeゴry　trees　ilユdica士ed　manyi　abロQrma1張）rms，　attftiliil】9

in　a　serious　instεしnee　24．5％，　and　symptom9，　0f　the　9，　eedlings　are　t◎　be　seen　in　the　abnorma1

食atures　and　cQlours，　uamely，　defbrmed，・・dwarf，　filifOrrb，’1漁鰍ic　or　cあ1Qrotic．of　t五〇ir

eφtyJedQns，「andユ¢aVes．．，．　　　　　　　　　　．　　’　　　　　　・　．．・　’　　　　　　　　　．　　：

　，5．　，／tthe、　longevity　of　virqs　of　t熱壁mulberry　vil・os三＄iエゴa　desiceate　s士ate　．　seems士o　わG　vory

durable，　fbr　an　inst叙コce，　some　dried　disetしsed　le群ves　after　9　yeεars’　preserVa亡ion　showed

P・・iti・・　・eacti・n　i・th・m・thy1・・bl・噸t・　．，。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　（Th・lm勘I　C・11・g・。f　S感・ib・1t…a・id・Sitl・・i・dusた・y，　U卿，　J・p蹴）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

い「’　・　　・　　　　　　　　　　．　　　．　　　、　．　　、　　、・　　　、　　St．、　e．・：


